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工京地よ ，：J9:9-.9,；;Hiにある活冷施放は現在、犀 百え 0万トンの J.}＼払生

扱ってし1るか 柩殺綬）コ更にダ倍に堵すであろうし ，浚浪することによ って． 
中型の浜物船の入老も可荻である，この エ菜地竣 西方地•裟け 、 住宅街 ． 商店

街と して 新企索の労勿者 3万を 吸牧 する地域とし て発及す るであろう．

なお笙若）dワシントン大 半地直 学科助敷授である ． （／ 9夕 b、3.3I) 

内 落吐会研究会編：村落団完疇果と団環且
1954 
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本各は村活社為を宍遁の町究対象と する差今 晒しぅ淫店が夫々の立効におし）

. -c村落釈究の既注の業祇 を一回毅欺判し -こ今峻の祝産のあるべき浜を萌かア、 し

ようと拭みたもので＇．象落地迎学の立考から擁 纂さ 収た もので・はなし），艇 つ

ーて喜認の形式、も必華必節に亘る内容的犯介 左逐一朽 ・う ガ 法を止 め．あえて 望

肴が地眼労研究肴に本苔を推せんする所以のものを筑後破の形で• 述べ 、 特に

洪涼を抱いた ／、之 の頃につ し＇）てのみ硲廼的に笥□｀忽介を試．社る恕度を取
った，

さて牧‘が酉におけ？る条落地速 J学の研完ぱ泌加｝ 0耳前綬乏蛯菌ヒし埒代に

よる浪行との波はあるとしても 今日に到るまで・常に地理営.J:;中の中心、約枯覆

を占める 争に ついては一，芯訳め ても差支えばなかろ うつかつてだ松繁装武は

戸..素路 1コひとり地理労研究上の対象たる f)みで，な く、他 .J)萄砕営 、例えば

安孝｀径済浮 、社会導 ｀荻労等におい ・ごも回じ'<.：： ・，}し な対象と して研究し て

ぃみ，炎 って 地産 .吝..t泉怒在その研究 J)対悠どする易合に は地理学約な立場か

ら旭理学約な方法をもってなさるべき をある 、•― ー ーミ1 (，台波競走 ：条菜認g )

と拒掘されたか ｀：：：の 地理営の之助から ・糸路をどう取り上げるかにつし）て従

末 箔啄の見鋸を要約するとえつの 立笏で代表さ J}頃 ，

労／ぱJ村必憤．街 氏 四文 う戸--•集落なるもの）g 地 J::. に打亥こら 9it こし）る以ヒ

>との立っている 土地や 、広く自然の特彼 によって制約を授け或はこ i）しに｝芯化し

ている ，か くの如くなボは魚忍なるもの自人 類 と地床表面との Jt;l)こ存 統すみ

痕も庄統的な開尿を包括していみのと ある s こiJL怒苑現象と土地或 l4広く自

然 との克 條 J)兜明 こ1}しか 祭訴地J星，ヽ埓釣研究のが役である・...l岩波 悛座 ：祭 芦

陥 8)とすなわち朱銘を痕党箪ぅ 之 、場か ら見、ると 云 う左喝、オ久 IJ棉負 君広

武の亡＿＿―-今迄の旭諜加印汲つて求た地オり）蛍位ボ大きすぎ た感ふ｀あったので＼

(7/) 



更に）l¥さい単地の姐方を群紐に芳 寮する頌勾を 注じた、その だめ）h:さい地方

．又ば村の考察 が急 に盛ん）こなったのであって 、そのやうな 癒麻に送え Iうかしる

もnが集怒地痕淫なのであ＆ J 云ibば八＼地徳さあ る，」（ 集兒地理浮、 路 8)

すなわち r棄菜蛇理溶 すなわち地誂である ..lとす る之場である →

とごろさ虎 づ前者 においては集丸の立地と形徳然研究の対象 とさ｝）したな 、

また祭望 か亙史的産物で あるため：： 1Jlらを蛤する塔合 、単｝こ決定苺や緊親吟

的方法だiす句は湖足で きす 、その発生の過程を達し｀て考察する正史的方法が

取り入れ ら、、ilその紀系は米必＝ 約氏 の にー→と して圧史と地理は新しき圧史地

遅濤ヒ も云 うぺき入文地理学と して 既 こ綜£らさ i)し、余蕗地理学ほそ、ゎ文添11)

中でも最も 硝党の進んだ筍内でー 一ー 。 」の如 き 考えを 生す• るに到った 。 憑近出

版さ dltこ銑登志．恙民の「焦琴 の地理」（ 昭 29) 1-;!築落わ瘍態を景観拾約方法で

考宗し、 戻 島仁吉民の「訊`殻野の集落 _l (昭28)は左地玲の立場から．米危

這 氏の”r集落疇咋国（昭'24-)戸戸史的縫い から集括を完忍したもの

である．

一方鋏店の 立楊では地恭か‘当誠場所の個）挫を追求す か手岡であるため現象

祖如、何よろに取 ()..t.げ．また 説明す Iれば＇よいかゞ岡 頸 になり．：：：： 1Ilをめぐ＇つ

て暦 I~ の扱給や之場が主痕ざ ;J したか虞汲近従来の 地於のあみ 方を 絃みり的な

りとして多公約怨今的8広の I立‘要が主衆され始めた 。そして対象の今野も更

に加えて当故虻哉の社会檻造 、経済根造 社．公を活史 、民岱 、行政さてほ応

用土木、河 ！ii写等にュ たな9 る苑分野nもJ)を社会痕境 自然環虎刀要素と考え

、こボ等硫麟果を紐令す 巧車）こよっ Z新 しき地梵をぁむ豆企図さ 4してき

た !:f.'、一方：：：爪等の営潤 は夫 '<ー応の専門今好を持っ紐立科浮である以上そ

のすべこに醤じ‘. 吏｝こ 椋合 す み 痒 ）コ佑 人ヒして）忌ほ とんど不可先に近 い学 C:•

ある 免ら諮拓IJ‘‘ !L．ー プ。研発、綜今研究 （/） ，I父要な唱えら瓜茫 のをある、と 2 ろ

で宍際的 にia如河にしこ ．また材を中 1心に二の綜合．ぺ朽オ）／ltるべきさぁ ，tか

ば全く未僻決のま > のこさ、Jしてし 1 ダ択徳で• あるか・ ｀ とにかく）心要 な争）J 2ぶ

苓弟料名 の対放、姓質更丘方法If..'地理営 と如町るも 呉 ご異 つこし）るか十今 ‘乙

産蒋した上使用．））方法左考えるべきであ -0.

このよ うな観呉か ら今本苔乃組立を見ると沖／委にお I,'-c．罰も地理 I各に沢

係 ，乃源 ぃ社会澪 ．、挽済）娑民む）＃につい 文ピ J)理玲と方法を 要頷よく忠とめ

、沖え幸では衰、山村 l：： つい之 J村惑稲造 家族 経涵 、．教育 宋放 、人口 、政

沿と行政 ｀法荏 ．窓筑と世玲．正史し 古代 、中也 、近也を 、沖 3索で汲け寸江

っV)て社会 、経 済 、民俗 の各涙目に ついて鮮祝し こ↓fしを 本蛉となし、洵 4京

ば穀泣特 に注目さ，llて末た股村社会営 の造ふ卜の 動向につしI"'(戦像 ，カ ア j. I)カ

（？コ）



之とり、矛 夕索さ， は必 I~ 野における甜究資料的 ））、鍮を 研 究 ） ー トの形 でi爵療

しそ の 記述内容土一応上述の 目的を禿たす と好達のも、のと考える 、次 ~'t;· ある

• つ い でに以 ..t の祐要衰左十＝分に駆綬し蛇羹の中に生かした 好．例とし -c.#

上修次氏の r戻村人口滅沙 ，:f)実慈絃ピ預．村生活装、括ー石 ））＼県山名村）lヽ於ー」

（昭／グ ／I) のある軍を付け加えておく ．．

次 に矛 J章）こあげら 1れを社会学 経済考、民俗営についこ各専門写若． の晃

堺 お よび旭理営と n阿係）こふ 1/1てぢごう。孜‘か＇国にアメリカ 羨村社，A、競の、考

え吐 堵入した鈴木宋太郎氏 1-1村疼甜完 において地迎 ，庄‘史両方nA:/)苦えにあ

きた らす社忌営 の方からこ｝）しを考えたな ．．夷村牲 庄．罪形悠、田．依（）の村 と

躍佼リのが、社公 成唇 の特/}生 ．人口、様戌乃形態の夕つ歪広裟の校鉄）：：：入りし ．

これに基す・ いて村落 の社 、会 的牲油を考え て ① 謙中の、村 ② 産業組合の

村 ③ 毅場村 、n3つこ分頬 し社会営 ,}） 立i易かウこ札を危えた．-;花 ヌ野酒ー

氏 Id° こ（の場合 ．鈴木数授の提示さ：I・した 預村（序落）咲同依窪鯰 V） 毎湮ヽを名＜

註価された 扱 へ 一方有貿 花 左~街内沃． 、福祖；盈． 氏の説を怒介し ．吏~ に社公庄活 tJ)

内容を理辟する に表そ亘君と病えら ii噂問沃団坦玲｝こ対する成米につり て送

ベ・ご i，｝ るか地理 ・苔 へ の直 応 /.;t1 ,J と I、 ビ ．末 ｝応決 n 訳怨で• ある ・ ．．つぎ）こ径培客に

蔵て ぱ最近、叙塚 浩＝ 氏が‘怪洛客およな社会経済史的方・法を妃迪営に導入すべ’

き車 を強・}薦さ 1Jし、そ の蓉「人文 痙` ，写 J に一虎発表され こ`いるがその祀介お

よび当 ・1万 ）：：：：霞こは殿 に判号 （芹 3考）に あ いて述べた I)で俎墨了内釈．大内

刀民 n$5論 を要約し て叙 塚 敷、投説 ）：：対する再松令寸のジとしたい，←袈本主簑

のを泣）こともなう 猥肘 l） 略詞、9孫 の咬採左 あく迄追求‘ し それに依、つて腹民な

リ旭主な （） J)竪科茨的i注秘 か ど'9D Iらう な もの に発展 していってしJ<9 か~を眼かに

する串 I'入経済客的研 究 f) 終局深毬 ご• あ る ．． ．—- ―-此 刀 玩心村路 と 云う一つ .I) 導俊

l1特 別 の対象 とな らキ ．ス悉 糸 左持た ない ，」民俗塚）ま加旧国汚武 l：：よ って

茎夜か 架 か ））したが：：：の成果在地理浮 に遜 き弼生面を市かんと され たの l;tI佐々

木 玖 一郎 氏 であ ｛｝`｀武の酒「村 J)人文地迎ょ以下の労旅にうか衣う 平が出末

るが、そ の絞さほど新し い造歩仮児 Iう！、Ilな いの は4可故分＼。有恒花左衡 r‘1氏が

のべて后 らJlる如 く、 「民厖写が全回的 1こ茄習船 ‘,biする切 ｝えの呻実を出来

否だけ 弓く株魚して 、こ1jしを条殺して比穀し， こ 迅により発辰退程、の前 揆ヽに

整韮 してての栢互廂、係を定め る方 法をとった ，そしてその資料は断耗約で."{) 

炭面的 でもよくヌ 2 >で‘IJ村落 とい う限 ら1}いた））＼地威ぱ初め か ら余り向 眩に

しなかったし 常民文化 を沼党の対象と しながら 屯その研究ぅ料探集の方拭

l1資料と組 々，｝）村冤庄活 との 紀 なっ き ）こは 派 い涜 II.'.$を符たす又日本人全伸を

場 にし こそれと の廂係 rこお いて必民俗を冦僻 しよう とすみ努力 I)..り＼：けてい たu

(7 J) 



揉吉す ）lいま民硲学を l)i．告如喜．本的耳検討が餘地かあり、蛇夏柔以＂こ1)lをナ

..か利用すみ餃溶に迄到っていないと充 え-9'

さて 本菩 l・れ の白眉であり古 くか 1う批狸学研究名 ）こ 胴｝ぃd)泳い古、・い謬に対

する中村吉沿民の所児乏祀介 しこおこう ．，氏 の「圧史古代ー古代‘・村茅窃究 ，J)

現；兄— .J )訂威に閑 くべ き所j}：男い 、 ．象知の 如く古代村路）9::::. ついての屈究に！よ

米合：：：：祀氏の労I依「殿村計画としての旅且制一 衣国中古の村茨 と共帯地 ― _J

し地瑶論殺ヤー毯路 'i) r，箆今路杓‘初 期 n村怒ー三 十戸 ー空 ｝：：紀し） て一」

(月 ガニ 送路8 ) の内念？が定説化しエいみ今日 、中村民 は先づ、村落、と分との

すヽ 可今牲を強摺された後 ｀古 代`の家、家族臼糸につ し）こ m煤｝性格に放討 ．nl図
翌お る 車を指椅し こl)lらの 築心材たる村略の有愚に涸する説を紀介、し、つ

いで杓笏そのもの>；英賤に対しこ健令刷）こよる郷戸.堅 ．郷の制疫の同 疫 と

搭所台然村淫亨う考えにつし）て焼奴 したのそし て絡鈴において 「比の臼

然村酪とは ．伺をさす のか 競杢 も祖tB月して い な い。村が 「告 ・傑\..l に出赤みと云~う

自怠 とi」阿 なのか、 むしろ問類はそ J) r白然 ..l rl)僻朝 になけりしばならない ，
毛してま た r白然」に出禾たにせよその村の相茂姓慎 スは様 鉄こそが同遜―tJ

J) さ あ み ッ そ 1[l を箇単にかたづけておいてさまさまな芸同体とか制度を玲す•9

心の ぱわ ひ しな沢江だとllつてよ し）」 ． ヒ堪祝されたのは まさに．ホ亥心をつりたち

葉で 乃プ） 、微‘に自然村落と云 うからには当然非名然，村哭すなわち 人工的祈洒

的が打を以あ るわげで、その区別を明確にする華ぶ古代．村落研究の沖一歩であ ろ

ろ．また氏は 自然府路につい,:.「民族や家族を一面約 に血縁で ；かたづけて

・その背 俊ヽに村路を考九さ＇るを褐 なくなって白如環 な どと云う ．伎酋的な L

言 莱 J.で迩1ヤてしまうの ではなく氏族や淑族を利路 の描 成におけゐ血縁＝同

族と 云 うように考えて 行 く方法を最近活溌に なった古代村路、遣狐の発堀．租究

の成‘果とも斜せ て所望さ れている ，そして 表 牧に中也村笏や泣世村茄を考え

る協合にも椴合的または「吉系土の上の時代区かとか寸路ヵ央態n変化との南

に大きな用さがあり杓捻自体ど）Il程致沿的推硯ピ彩福さ illるものか決して過

大滉すべきものでばなり手を招祐さ L)したのも公式的マ｝し IJ7、主教厄史観¢)販

大の欠 呉 をついた言葉 で• あ ろう ， とにか く ．村す苓 の 概念を眼礁）＇こすると共）：：： 古

欣‘;tす祐 l:;J共:l)綾乃笈化と云ろ車を考えみ朋その索怨を祀握す る幸の至碑さを

凋惑する ，

ついで'lぐ中村老浴氏の企痩‘見絆 と落 しい対象 を示す 永原凌二 衣の T-圧；史中

牡 」 り中で• 中 世村話に対する児紺を一ぺつする と、 ,_____艇来中世村茄lこっしI'C.

1ま現染の口村 」が荘 圏菊1)的支配 によっ てか断さ iil、八怨約）＜ 純 惑され台 然釣

な打恋祉公の辰明を 胆 止していたが中世永期 Y.:.おける託 図菊l]の 雌体 にともな

ぢ>ダヽ）



ぃぱじめてホ末の臼恣的な村かオすとしこの殺洪ヽ互灸涅ごきみようにな lJこ；｝l

の： r郷村制 J とし て”とらえら）！しろというふうに現律さ ．＇してい た っ しかし ~ J) 

様な曰荘より も双 ）二 亜要な ことば板雑な半奴膝制的苑名今層をもって構成さ

I}してい乃 中世の蔑民 n庄志 、n楊としての 村認 l:f村殆祉公の様．造，始株性にこ

のような 河保をいかな忍屑で投彰し、その付孫社公ぱ如屈なみ姓娩をも って

いるかといった廂選こ•あろう， 」と社会径埼史家の！―杓房いに対すゐ叙凍態

度 I}、＂よ く現互J•して いみ。 しかし我々に大李なことは中村民も拒培さ dりたよう

に中世村洛の宍妹すなわち古At村絋と le:!肉俗的に頬．似、の ものか異佼 jうものな

も し衷吹のものであ爪 IJどのように内容的に昇旗のものであるか．なぜ哭

悛 ブ）もの でなけ 収ぱい けな いJ)か ．，r中世#茄 ..J. と(,)/J吉 索にとらわ tllす又

の宍怨について把握する手であ ちう．旭坦淳志の労作と して 1ま米危＝郎氏「

中世村落の様相一附四党寺頷尼慈固営回庄南野山頷紀辱回官省符た一..! (地

疸吟叢矛 8巻路 1J) の他、柾めて少なく、宍態 lすほとんど頭かに さ u•し ていな

い現状で·あ~,

最級 lこ今一つ哭涼をてしるものとし て鈴木労；太的氏の r北海溢だよ（）」を

加口、おきた ll，衷い i司鈴木教授の持論として 賠表 にあった視窟Ij9日本の衷村

)1紀局において米国のヲーパン コミュ＝テイの方向）：：：疫店し，汲村の団合町

・えぷ依存度が夜に大きくなると い う争で北海迫 の技．村の村公猜造か‘ア j, (J:(J 

のそれに恐もよく似ていみとの考えから上の 辛を追求することが’波演：))-四

ともなったぽどで• 、氏の T たより ,J. lj北油坦内陸の後村地戎に /J,汲民と朕塚、

l:fあるが内旭で，いう臼然村（ 差厄的村急となす）はない，そ して密尼第路/;):

非汲業 ノヽロか らなゐ田企町で•市釘地と喝 IかJじているものたけ である．」と北

海涸と内地の質の差在考浩）こ大きく病えて厨う；）ぼi.)":Jたして両壱 lま舷授の

携えら 1Itるように'9本質的差渓か＂あるのであろうか．村究の成立 昇庇の新 1日と

いう「時」化考慮、に入れ更 (..:.沼{<..村丞・の実祀在拾封する）炉瑶のある 車を北大

放捉井上修次氏）ばかつて柄摘して店られた争を忍い 出す，（） ？タヽ 9“ 、Iみ）

不讐一六善鱈合襲オロ調査翫巴書

斉ホ 千枝子

本喜ぱ昨風致）こ行）ナ）1/した継、金却査のまとめヒしで発布さ ,Jしたもので＇ある ．

払 含穿掏・母の一員とし -乙参加して:I Iる のでヽ． 紹介、を茜くにあたって 、し） さ,.

か手莉みそ）こ1J・るおそ dしか、＂あっ c1.,rと、公否な立場介らヒ退し1つふ頚：をとる

(7S) 


